
＜概要＞
■

＜功績・功労＞

■

■

用　途：銀行店舗　　　完成年月：令和３年９月

ユニバーサルデザインによるまちづくり賞
＜街づくり部門＞

阿波銀行阿南支店（阿南市）
　　　　  設置者：株式会社阿波銀行（徳島市）
　　　　  設計者：東西建築サービス株式会社（大阪市）

地場産材(県産木材・藍染材)を取り入れた内装

所在地：阿南市富岡町トノ町４９番地の６

音声標識ガイドシステム等を採用し視覚障がい者の利便性向上

太陽光発電やＬＥＤ照明の採用による省エネルギー化

景観に配慮した外装で環境に調和、交差点見通し向上にも配慮

阿南支店（外観パース）

写真①

店内ロビー

相談ブース（全体・ブース内部） ＡＴＭコーナー（チャイルドシート設置）



＜概要＞
■ 誰でもが組み立てやすく、使いやすく、廃棄しやすい（段ボール製）ベッド

＜功績・功労＞
■

■

ユニバーサルデザインによるまちづくり賞
＜ものづくり部門＞

トワレス　スリーウェイベッド

　　　　 製造・設計者：大塚包装工業株式会社（鳴門市）

これ1台で机やイスにも使用でき、しかも感染対策にも対応

従来の段ボール製品には施されていなかった抗ウイルスまたは
抗菌加工が施されており、衛生面（感染対策）に配慮された仕様

ベッド・机・イスと避難所等での状況に応じた多様な活用が可能であり
見落としがちな床からの底冷えを防止するＢＯＸ構造で冷気を遮断

スリーウェイベッド本体 机やイスとしても使用可能

組み立て簡単！ 抗ウイルスまたは抗菌加工で感染対策



＜概要＞
■

＜功績・功労＞
■

多世代が交流する事で不思議なパワーと相乗効果を実感

■

徳島県ユニバーサルカフェ第一号認定

こども食堂、子育て支援イベント、地域交流イベント等の開催

「ごじゃまぜ」地域社会の縮図となり、誰１人取り残すことのない
地域の方の居場所づくりの創出

ユニバーサルデザインによるまちづくり賞
＜意識づくり部門＞

ユニバーサルカフェ

社会福祉法人あさがお福祉会
Tsuda-Machi-Kitchen（徳島市）

Tsuda-Machi-Kitchen(ユニバーサルカフェ）

こども食堂 オンラインユニバーサルカフェイベント（大谷焼）

子ども食堂ネットワーク 障がい者「eスポーツ」交流事業



＜概要＞
■

＜功績・功労＞
■

■
未来の人材育成、ユニバーサル社会に貢献

平成７年度以降、手話講座（初級・中級）を展開

ユニバーサルデザインによるまちづくり賞
＜意識づくり部門＞

鳴門高等学校　Ｓｉｇｎ　Ｌａｎｇｕａｇｅ部～手話を通して、心と心をつなげよう～

徳島県立鳴門高等学校
Ｓｉｇｎ　Ｌａｎｇｕａｇｅ部（鳴門市）

近畿・全国高校総合文化祭総合開会式の手話通訳（平等な情報提供を目標）

聞こえにくい方とのコミュニケーション方法を学び交流活動を継続中

入学式・卒業式の生徒による手話通訳(平成９～３１年)
聾（現：徳島聴覚支援）学校と心のつながる交流

入学式・卒業式 手話通訳 手話講座 きこえのしくみも学習

R４インターハイ総合開会式

手話通訳に向けて研修中
「手話で楽しいコミュニケーションの

輪を広げよう！」（と表現しています）



＜概要＞
■

＜功績・功労＞
■

■

活動を通じて、誰もが光輝くことの出来る「共生社会」
「男女共同参画」を目指して、制作活動を実施

これまでに、県内外の施設・支援学校・海外の大学生など、
総勢400名以上が参加するワークショップ・展覧会を実施

ユニバーサルデザインによるまちづくり賞
＜意識づくり部門＞

PAP［プラットアートプロジェクト］

社会福祉法人悠林舎 障害者支援施設シーズ（阿南市）

PAPとは「障害のある人もない人もぷらっと気軽に参加出来る」
という思いの元に立ち上げたプロジェクト

展覧会[Home to Home] 展示会[BEYOND THE SEA]

Home to Home 制作風景 オンラインワークショップの様子



＜概要＞
■

＜功績・功労＞
■

■ もちつき大会、バスツアー、阿波踊り、浴衣着物着付け体験など
市民との交流活動により「心の壁」を解消

ユニバーサルデザインによるまちづくり賞
＜意識づくり部門＞

地域に在住する外国人に寄りそう「日本語教室」

吉野川市国際交流協会（吉野川市）

日本語教室を1992年に開設し、地域在住の外国人への
日本語学習支援を、市内の２か所で毎週日曜日に開催

「言葉の壁をなくす」「受講者に寄り添う」をモットーに
開設以来30年間継続し、これまで1,500人以上の外国人が学ぶ

授業の様子 日本語スピーチコンテスト

秋のバスツアー 浴衣・着物着付け体験会


